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Essential oils on the market were analyzed using GCMS and the main ingredients of each essential oil were quanti-
ˆed. Analysis of the essential oil of Lavandula o‹cinalis (lavender oil) showed that each sample had a diŠerent ratio of
the contents of main ingredients, such as linalool, linalyl acetate, and camphor. In addition, some commercial lavender
oils were analyzed by GCMS for comparison with the Lavandula ‰agrans (lavandin oil) and the reference standard1).
As a result of this analysis, although the components of almost all commercial lavender oils were approximately the
same as those of the reference standard,1) there were a few products that contained more than 0.5％ of the amont of
camphor in lavandin oil. This suggests that some lavender oil samples are mixed with lavandin oil to lower the price.
Commercial essential oils of Melaleuca alternifolia (teatree oil) and Mentha piperita (peppermint oil) were also ana-
lyzed by GCMS. Each of the peppermint oil samples had a diŠerent ratio in the content of its main ingredient. With
respect to teatree oils, the amount of terpinens in each sample diŠered. These results led to concern about the e‹cacy of
essential oils. For achieve the expected e‹cacy of essential oils, correct information on their ingredients should be availa-
ble and quality control using instrumental analysis should be introduced.
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緒 言

近年，アロマセラピーが広く注目を集め，一般消

費者までその効用や方法が広まっている．そのアロ

マセラピーに用いられるオイルが精油である．しか

しながら，その品質については正しく検証されてい

ないのが現状であり，何ら規制は行われていない．

精油は単一の基原物質に由来する有機化合物類の混

合物であり，大半は植物の二次的な代謝物である．

したがって，同じタイプの植物から取れる精油でさ

えも，その植物の生育した環境，収穫の時期などに

より成分比の変動が生じる．これらさまざまな成分

の混合体が精油であり，微量成分さえも含めたすべ

ての成分が相互に影響し，その精油に特徴のある効

果を与えている．しかし，精油産業では偽和や模造

が行われているものもあり，これらの結果，精油の

成分バランスを壊すような大きな成分比の違いを与

えることもある．その場合，特有の精油の効果を期

待して用いる消費者にとって逆効果となる場合も考

えられ，一般消費者が自ら精油を購入し，アロマセ

ラピーの処置を行うこともあり得る現状では，トラ

ブルの危険性を否定できないと言える．そこで市販

精油の成分分析を行うことは，品質を知る上で重要

と思われる．しかしながら，同一種から再分化した

植物体の成分比較や抽出部位による成分比較等は行

われているが，2,3)実際に消費者が直接用いる市販精

油の同一種の成分比較の報告はない．そこで本研究

では，アロマセラピーでよく用いられる精油 3 種

（ラベンダー，ペパーミント，ティートリー）を用

い，主要成分の分析を行った．一般にラベンダー精

油は，香りによる鎮静作用を有し，血圧を低下させ

心拍を鎮める働きを有している．4)これとよく似た

成分組成であるラバンジン精油も同様の作用による
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Fig. 1. GC Chromatogram of Limonene (1) and 1,8-cineole
(2)
(a) standard sample; (b) teatree oil (T-1).

254 Vol. 122 (2002)

リラックス効果を有すると考えられるが，ラバンジ

ン精油の鎮静効果を報告した例はない．このことか

ら，ラバンジン精油と混和したり，溶媒で希釈した

精油では期待される効果が得られない可能性も考え

られる．また，ペパーミント精油は独特の強い

mentholの芳香を放ち，この含量の多いことから高

い冷感効果を有している．5)この精油の主成分は

mentholと menthonであり 2つの成分で 60％以上

となる．これらの成分及びペパーミント精油につい

ては，様々な抗菌活性について実験が行われてい

る．6,7)またティートリー精油は，古くから殺菌消毒

効果が認められており，この効果がティートリー精

油中の terpinen-4-ol に由来するものであることが

確認されている．8)また，最近では terpinen-4-olが

活性化ヒト単球による炎症メディエーター産生を抑

制し抗炎症作用を有することが示唆されている．9)

本研究では，これら 3種の市販精油のそれぞれの主

要成分の定量を GCMassを用いて行い，品質の比

較を行った結果を報告する．

実 験 の 部

1. 標準品 camphor, linalool, linalyl acetate,

limonene, menthone（異性体混合物），menthol,

1,8-cineole, g-terpinene, pcymene, 1-dodecanolは和

光純薬工業株より，pulegone, a-terpinene, terpinen-

4-olは東京化成工業株より購入した．

2. 試料 精油として市販されているラベン

ダー油（12 メーカー 13ロット），ペパーミント油

（17メーカー），ティートリー油（7メーカー 8ロッ

ト），ラバンジン油（1メーカー）をアロマショッ

プなどから購入し用いた．

3. 試料溶液の調整 市販精油は内部標準物質

とした 1-dodecanolを加え，メタノールにて希釈し

1％とした後，GCMass用試料とした．また，定

量を行うそれぞれの成分については，標準品を用

い，メタノールで希釈しそれぞれ最適な濃度の標準

試料を作成した．

4. GCMass 測定条件 GCMass は Thermo

Quest 製 GCQplus を，カラムには supelco 製

Nukol（30 m, 0.25 mm ID, 0.25 mm ˆlm）を用いた．

注入口温度，イオン源温度はいずれも 200°C とし

た．カラムオーブンの温度設定は初期値は 100°Cと

し，5分間保持後，4°C/minの昇温率で 200°Cまで

昇温し，15 分間保持した．また，キャリアーガス

にはヘリウムを用い，カラム流量を 1.0/min に設

定し，スプリット比 1/50にて分析を行った．イオ

ン化は電子衝撃イオン化（EI）としイオン化エネ

ルギーは 70 eVとした．測定モードは 15―250のマ

スレンジによるフルスキャンモードで行った．

5. 成分同定，定量方法 まず最初に試薬を用

いて GCMass分析を行い，得られた総イオンクロ

マトグラムのリテンションタイム（RT）及びマス

スペクトルを，精油試料を分析した結果と比較し，

RT 及びマススペクトルの一致により同定を行っ

た．また定量にはそれぞれの成分のピーク面積値を

用い，内部標準検量線法により成分比率の算出を行

った．
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Fig. 2. MS Spectra of Limonene in (a) Standard Sample and (b) Teatree Oil (T-1)
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結果及び考察

1. マススペクトルによる成分同定 精油には

数多くの成分が含まれるために，GCFID 分析で

行われている単純なクロマトグラム上での RTの一

致による成分同定では，特定が困難な場合や間違え

る場合もあるため，GCMassを用いて RTとマス

スペクトルを用いた成分同定を行った．Figure 1に

試薬のリモネン(1)，1,8-シネオール(2)を含む標準

試料のクロマトグラムの一部を(a)に，また今回分

析を行った精油の 1つであるティートリー精油のク

ロマトグラムの一部を(b)にそれぞれ示した．

また Fig. 2(a)にリモネン(1)のピークのマススペ

クトルを，Fig. 2(b)にティートリー精油中の成分

であり，標準試料のリモネンと同じ RT＝2.88に検

出された成分のマススペクトルを示した．その結果，

EIモードであるため分子イオンピーク(m/z＝136)

は小さいがマススペクトルはほぼ一致した．

同様に Fig. 3(a)には 1,8-シネオール(2)のマスス

ペクトル，Fig. 3(b)にはティートリー精油中の成

分であり，1,8- シネオール(2)と同じ RT＝3.00 に

検出されたピークのマススペクトルを示した．この

1,8-シネオールについてもリモネンと同様の確認を

行ったところ，マススペクトルの一致が確認でき

た．その他の定量を行った成分についても同様に，

標準試料を用いて，それぞれの精油のクロマトグラ

ムのピークの RTとマススペクトルを用いた確認を

行い同定した．

2. 市販ラベンダー精油の分析 ラベンダー精

油及びラバンジン精油の代表的なクロマトグラムを
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Fig. 3. MS Spectra of 1,8-cineole in (a) Standard Sample and (b) Teatree Oil (T-1)
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Fig. 4及び 5にそれぞれ示した．この 2種の精油の

主要成分は linalool 及び linalyl acetate であり，特

徴としてラバンジン精油には camphorが比較的多

く含まれるのに対し，ラベンダー精油にはあまり含

有されておらず，通常は 0.5％以下であるとされ

る．1) Table 1 に市販ラベンダー精油中の linalool,

linalyl acetate 及び camphorの含有量について定量

を行った結果を示した．また，比較としてラバンジ

ン精油の結果も示した．

この結果より，ラベンダー精油及びラバンジン精

油の主成分は linalool 及び linalyl acetate であるこ

とが確認できた．また 2 成分を比較するとラベン

ダー精油は linalyl acetate含有比率が多くラバンジ

ン精油は linalool含有比率が多いことが分かった．

また camphorの含有比率はラベンダー精油はラバ

ンジン精油に比較して少ないことも確認できた．同

メーカーで異なるロットである L-2 と L-3 を比較

すると主要成分比率はほぼ同じであったが，容器に

明確にエッセンシャルオイル（精油）という表示が

見られず，ラベンダーアロマオイルと記載のあった

L-9に関しては組成成分比率がラバンジン精油に類

似しており，ラベンダー精油としての効果が疑われ

た．また L-11に関してはラベンダー精油の記載が

あるにも関わらず，主要成分組成はラバンジン精油

に酷似していた．さらに L-6には GCMassよりジ

プロピレングリコール(DPG)が認められた．DPG

は精油の水蒸気蒸留中に混入されることはないため

に，100％純粋の精油ではないと考えられた．この

ようにラベンダーに関しては，安価で内容成分も芳

香も類似のラバンジン精油があることから，それを
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Fig. 4. Gas Chromatogram of Lavender Oil (L-2)
1: camphor, 2: linalool, 3: linalyl acetate.

Fig. 5. Gas Chromatogram of Lavandin Oil (L-1)
1: camphor, 2: linalool, 3: linalyl acetate.
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Fig. 6. Gas Chromatogram of Pepermint Oil (P-1)
1: limonene, 2: menthone(isomer), 3: menthone(isomer), 4: menthol, 5: pulegone.

Table 1. Comparison of Main Ingredient in Commercial
Lavender and Lavandin Oils

Camphor Linalool Linalyl acetate

L1 6.46 32.5 29.5

L2 0.28 26.3 33.7
L3 0.19 25.6 37.2

L4 0.36 26.9 35.4

L5 0.14 25.0 37.8

L6 0.25 17.1 23.1
L7 ＜0.1 20.5 32.2

L8 ＜0.1 22.8 35.4

L9 4.27 19.0 35.8

L10 0.57 25.1 37.5
L11 3.19 33.4 18.8

L12 0.56 23.0 36.0

L13 ＜0.1 22.9 25.6

L14 ＜0.1 21.3 30.2

L1: Lavandin oil, L2～L14: Lavender oil.
L2 and L3: diŠerent lot with same manufacturer, L3～L14: diŠer-

ent lot and manufacturer.
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混和しラベンダー精油としているものや DPGのよ

うな溶剤で希釈しているものもあると考えられる．

3. 市販ペパーミント精油の分析 ペパーミン

ト精油の代表的なクロマトグラムを Fig. 6 に示し

た．ペパーミント精油の主要成分は menthol 及び

menthoneである．これに揮発性が高い成分である

limonen，また若干毒性が懸念される pulegoneを含

めた 4成分について，10)市販ペパーミント精油の成

分を分析した．分析結果を Table 2に示した．

この結果，主要成分である menthoneは 13.3％―

35.9％, mentholにおいても 27.5％―47.0％と成分

比率はメーカー間でかなりのばらつきが認められ

た．また，P-5に関しては limonenがほとんどなく，

GC分析においても limonenと同程度の低沸点成分

がほとんど認められなかった（Fig. 7）．このこと

から，低沸点成分がペパーミントの成熟過程ですで

になくなっていたのか，精油の蒸留段階で消失した

のかは不明であるが，他のメーカーのものと比較し

て GCのクロマトグラムは少し違っていた．また，

pulegone の含有量に関しては，多くても 3％程度

であるため通常，希釈して使用するものであり問題

ないと思われた．

4. 市販ティートリー精油の分析 ティート

リー精油の代表的なクロマトグラムを Fig. 8 に示
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Table 2. Comparison of Main Ingredient in Commercial
Pepermint Oils

Limonen Menthone Menthol Pulegone

P1 1.57 15.4 39.7 1.61

P2 1.41 35.9 37.6 0.20

P3 2.02 21.7 41.7 1.41

P4 1.41 20.5 46.1 0.29

P5 ＜0.1 26.8 47.0 1.47
P6 2.90 35.8 35.0 2.84

P7 0.74 35.8 30.1 1.78

P8 0.89 13.3 31.3 0.76

P9 1.85 22.9 33.8 1.11
P10 1.03 17.4 35.4 0.93

P11 2.10 25.2 31.7 1.23

P12 1.15 15.6 36.4 0.91

P13 1.65 23.0 26.4 1.18
P14 2.77 24.8 27.0 2.04

P15 1.16 24.3 33.0 1.32

P16 2.42 28.4 27.5 1.95

P17 0.37 22.2 41.5 1.16

P1～P17: diŠerent lot and manufacturer.
Quantity of menthone was determined by total of isomer.

Fig. 7. Gas Chromatogram of Pepermint Oil (P-5)
1: limonene, 2: menthone(isomer), 3: menthone(isomer), 4: menthol, 5: pulegone.
Each of peaks are same ingredient of Fig. 6.
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した．ティートリー精油の主要成分は a-terpinene,

g-terpinene, terpinen-4-olである．この 3成分の他

に limonene，毒性が懸念される 1,8-cineole,11)また

a-terpinene及び g-terpinene の酸化生成物である p

cymene を含めた 6 成分について市販のティート

リー精油の分析を行った．その結果を Table 3に示

した．

この結果より，今回分析を行った 8つのサンプル

すべてが 1,8-cineole 15％未満，terpinen-4-ol 30％

以上という含有量を示し，オーストラリア規格は十

分満たしていたが，12)テルペン類である a-terpi-

nene, g-terpineneが極端に少ないサンプルもあり，

成分バランスはかなり違っていた．しかし T-5, T-7

及び T-8 ではテルペン類の含有量が低いにもかか

わらず，それらの酸化生成物である pcymeneの含

有量は極端に多くはなかった．このことから，この

主要成分組成は単に精油が酸化を起こして変化した

結果ではなく，ティートリーの成熟過程に由来して

いると考えられ，このようなメーカーによる成分組

成の違いは通常起こりうると考えられる．たしか

に，ティートリー精油の抗菌活性はほぼ terpinen-4-
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Fig. 8. Gas Chromatogram of Teatree Oil (T-1)
1: a-terpinene, 2: limonene, 3: 1,8-cineole, 4: g-terpinene, 5: pcymene, 6: terpinen-4-ol.

Table 3. Comparison of Main Ingredient in Commercial Teatree Oils

aterpinene Limonene 1,8cineole gterpinene pcymene Terpinen-4-ol

T1 10.02 0.88 4.29 22.40 2.84 42.98
T2 10.26 0.76 4.30 21.04 2.41 46.00

T3 10.97 0.79 4.50 22.19 2.29 41.95

T4 10.14 0.84 3.81 23.24 3.62 45.45

T5 4.71 1.57 4.54 12.69 3.95 43.20
T6 11.30 1.12 4.70 23.74 3.33 45.79

T7 0.81 1.01 4.35 5.71 6.10 39.93

T8 5.08 0.52 2.76 12.48 4.98 38.07

T1 and T2: diŠerent lot with same manufacturer, T2～T8: diŠerent lot and manufacturer.
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olの含有量に依存するものであるが，8)アロマセラ

ピーのような心理的リラクゼーション効果を求める

には，この成分バランスの違いも大きく影響するも

のと考えられる．

結 論

今回，GCMassを用いて市販精油 3種（ラベン

ダー，ペパーミント，ティートリー）の分析を行っ

た．ガスクロマトグラムの RTだけでなくマススペ

クトルを用いることにより，精油中に数多く含まれ

ている成分から，目的成分の正確な同定が行えた．

それぞれの精油の主要成分の定量を行った結果，い

ずれの精油においてもメーカー間による成分比のば

らつきが認められた．また，ラベンダー精油におい

ては，安価なラバンジン精油の混和や溶媒による希

釈の可能性も考えられた．今後，精油に期待される

効果を比較するためにも，市販精油の成分分析，検

証は必要であると考える．
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